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神経幹細胞が保たれる仕組みの⼀端を解明
―神経幹細胞の維持に重要なBre1aの働きを初めて解明―
―脳腫瘍の治療技術の改良に期待―
 脳の再⽣医療の鍵を握るものとして注目される神経幹細胞は、脳のすべての神経細胞・グリア細胞の源であり、私たち成⼈の脳
にもあって、記憶の形成や気分の安定に重要だと考えられています。神経幹細胞が、動物の⼀⽣に亙って⾃分⾃⾝を維持するため
には、増殖と分化のバランスをうまく調節する必要があります。増殖とは、すなわち、細胞分裂（１個の細胞が分裂して２つの細
胞になる過程を細胞周期と呼びます）の積み重ねであり、１回の細胞周期にかかる時間が重要になってきます。神経幹細胞では、
胎児期に細胞周期がどんどん伸びていき、成⼈の脳では遂に非常にゆっくりとしか分裂しなくなると考えられています。この”非
常にゆっくりとしか分裂しない”という性質は、さまざまなタイプの幹細胞において、遺伝⼦変異のリスクを減らす（すなわち腫
瘍化を防ぐ）という意義があるのだろうと、推測されています。
 今回我々は、⾃然科学研究機構・⽣理学研究所の池中⼀裕教授らとの共同研究で、神経幹細胞の維持機構を詳しく解析しまし
た。神経幹細胞の細胞周期と分化のバランスをとるためには、両⽅を調節している因⼦があるはずだと考え、Bre1aという遺伝⼦
を同定しました。Bre1aは、細胞のDNAが巻き付いているヒストンと呼ばれるタンパク質の１つ、H2Bをユビキチン化する酵素で
す。我々は、Bre1aが神経幹細胞の分化と細胞周期を制御していることを、初めて発⾒しました。脳腫瘍の１つであるグリオーマ
でも、この分⼦メカニズムが働いていると推定され、グリオーマの治療技術の進歩にも期待できる研究成果です。
 本研究は⽂部科学省科学研究費補助⾦の補助を受けて⾏われました。また、三共⽣命科学研究振興財団（現・第⼀三共⽣命科学
研究振興財団）およびアステラス病態代謝研究会からの研究助成⾦による⽀援を受けました。
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